
　平成２５年１０月１７日、和歌山市直川において、地域の大人と、小学生、和歌山県警察らが一緒に
農業体験・もち米収穫に取り組みました。
　この活動は、子どもが大人と一緒になって活動することで、青少年の健全育成、犯罪抑止を目指そう
と行われています。
　体験には、和歌山市立直川小学校と城北小学校の児童ら約５０人らが参加し、直川豊作クラブなど
の大人に鎌（かま）の使い方などを教えてもらいながら、一緒になってもち米の収穫を行いました。

和歌山県内における街頭犯罪認知件数（平成２５年１月～９月末）

　和歌山県内における街頭犯罪認知件数は、９月末時点で３，６４４件となっています。特に、自転車盗
が１，２４７件、器物損壊が９０３件、車上ねらいが４７８件と多発しています。
　また、自転車盗と車上ねらいについては、無施錠被害の割合が高く、自転車盗で約７６％、車上ねら
いで約５２％の人がカギをかけないで被害に遭っています。
　※件数は、全て暫定値です。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

農業体験・稲刈りで青少年の健全育成・犯罪抑止

　直川豊作クラブと一緒に直川小学校・城北小学校の児童らが稲刈り体験

「ここ刈りな～」

と声をかけながら

一緒に稲刈り 

カエルも子どもの

元気にビックリ！ 
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